arela 


massage 


マッ サー ジ チ ェ ア 2 1 1 9 
MS の 2 り @ 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 


取扱 説明 害 を よく お 読み いた だ さ 、 内 容 を 十分 理解 され た 上 で ご 使用 くだ さい 。 


@ 改良 の た め 、 デ ザイ ン ・ 仕 欄 を 一 部 変更 し て いる 場合 が お り ま す 。 ご 了承 くだ さい - 


ご 使用 前 に 必ず お 訪 に 
ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 
ご OHh、 マ ラ ツー ジ ヲ ェ ア 112 を いた だ 8 まし て 、 聞 に お り が と うさ いま し た 
KS 上 上 の は ちい て 時 し く E し て い ミ ナ 
EC5 な いよ お 
いつ CVSN4F う 、 す RUHV る 


(連合 用 な よっ て 間 を 天 け た を. 和 了 を 止 す 


な お 、 本 招提 は 15 分 で 
を た く で 人 月 い 1 は を 人 ま せ て くだ さい 、) 


PN 
9 所 の 本 く 名 じす 


安全 の た め 
必ず きっ て いた だ く こ と 
登 告 注意 事項 


各部 の 名 称 
設置 
付属 品 の 取り 付け 


rt へ 計 せ CrludBet&SS 了 湯 


警告 ・ 注 意 事項 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 


誤っ た 取り 扱い を する と 、 死亡 や 重信 を 負う 可能 
性 が ある 内 容 で す 。 


kaomw OPCXo て 


3 


は 一 切 の 再任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 また 、 


わな いで 人 を し な いで 
くだ さき Cx < 


本 詞 の 警 千 及び 注意 事 項 を 聞 守 され ず に ご 使用 され て 生じ た 、 い か な る 還 族 に つき まし て も 、 笛 社 と し まし て 


取 抽 説明 書 の 秋 和 及び 注 導 内 容 は 、 危 環 の 度合 に よっ て 次 の 2 自 隊 に 分 け て いま す 。 
いずれ も 安全 に 関す る 重要 な 内 容 で す の で 、 必 ず お 守り いた だ く こ と を 説明 し て いま す 


癌 っ た 取り 扱い を する と 、 軽 休 を 負っ た り 、 物 的 
損 書 が 発生 する 可能 性 が ある 内 容 で す 。 
@ を し て 


だ さい 。 くだ さい 、 


本 書記 載 の 和 告 及び 注 間 事項 に 該当 する と 思わ れる 場合 


は 本 厩 呈 の 使用 は せ ず 、 た だ ち に 抽 社 カス タマ ー サ ービス 課 へ お 同 い 合わ せく だ さい - 


使用 上 の 警告 ・ 注 意 事項 
トー ん ム き sm 一 


本 品 は 一 和寿 用 ・ マ ッ サ ザー ジ 秘 で す - 約 対 に 失 過 と し て 使 
用 し な いで くだ さい 、 自 名 に あたる 部 位 に は 使 用 し な いで て 
だ さい ケガ や 事故 の お それ が お ありま 
GO 本 品 の す き 拓 に は 和 計 に 手 " 足 な ど を いれ な いで くだ さい 。 ケ 
や 加水 の お それ ありま 
本 守 呈 の 画 以 外 の 部 分 に 座っ た り 物 を 居 い た り し な いで くだ 
さい 尼 料 の 叶 や 硬 大 な 玖 を 記す 人 四 に な り ます 
本 培 は 1 人 用 で す . 2 人 以上 で 使用 に な ら な いで くだ さい 。 
ク ガ や 艇 の お それ が あり ます 
Q お 欄 に は 名 用 させ な いで くだ さい - 保 の 方 は 、 お 子 村 が 
二 品 を 池 只 と し て 便 有 し な いよ う 二分 ご 注意 くだ さい また 、 
生 和 9 な ど を お 近づけ に な ら な いよ うど 注 齋 く だ さい 。 
(Q 中 部 に 立っ た り 無理 に 体重 を か ける ご 公用 は お や めぐ 
だき 
人 泊 導 科 と 同時 に 人 用 し な いで くだ さい ・ 和 が 本 < な る な ど 
人 を 技 と す お それ が あり ます 
時 お する 時 、 ま た 明り な が ら の 作用 は お や めく だ さい 、 事 放 を 
は 生 に ナ お それ が あり ます 
⑩ 全力 の 点検 を 行い 、 常 が ある 井谷 を 上 し 
て SU 
Q * 休 カバ ー を に 外し た り 、 記 い た り 、 委 り RK っ た り し な いで 
だ さい 。 カ パー が 外れ た り 中 ね た 多 で 作る は 、 表 や 上 が 
込ま ロケ が の お それ が あり まれ 
人 し て いる 更 参 コー ド や 調 池 プラ グ を 公用 し な いで くだ さい 。 
欠 必 や ショ ー ト * 玩 淡 の 原 国 に なり 
GO 3 プラグ は 和 に 元 で 基 し 込み 、 ゴ ミ を 付着 させ な いで 
ださい 大 や ショ ー ト : 克 の 原因 に な り ます 
《⑩ 人 に カバー の 破れ を 所 放 カバ ー が 琉 れ た 井 
は 全 過 を 中 上 時 手 に 修 生 など せ ず 時 社 カス タマ ー サ ービス 
証 ま で ど 吉 絡 く だ さい 。 
1 回 の ご 條 用 は 1 5 分 以 に し て くだ さい また 同和 所 へ の 
略 は 5 分 以内 に し て くだ さい 、 
所 か ら マ ッ サ ー ジ を 葉 じ られ で いる 方 は 、 本 を 便 必 しない 
で < な tt 
釣 和 ほ く ( 斑 、 度 の 重り e う (人 人 性 志 リ ォ 
(各種 あ 公太 ( 記 下線 の 穴 を 全 
で な ど 
0 二 補 呈 の 人 人 制 は 最大 100g で す 体 時 が 100la を 
間 え る 方 は ご 信用 は し な いで くだ さい 。 で 全 必 中 、 本 語 か 
人 換 する お それ が あり 、 重大 な 事 救 を 引 ま 起こ す 腺 因 に な リ 
ます 


@ 各 ペー ジ に は 下 全 に ど 使 用 いた だ く た め の 注意 上 も 記載 し て お り 


内容 を 分 ご 理解 の 上 、 條 用 くだ さい 
上 和 ho※ を け て いる 方 や 、 下 に 反 当 する 方 は 、 ず 所 
に 届 の よ 、 そ の 揚 に 従っ て くだ さい > 
] ペースメーカ ー な どの 生前 を 時 け や すい 価 
内 本 えみ を 衝 し て いる 
し ゅ よう (人 ) の ある 
に 有 共 の ある 
導 虹 失 お 攻め られ る 方 
不定 は 出入 
) 天 な ど に よる 高度 示 しょ う (本 了 逢 か らく る 
和夫 の ある 
に 前側 の ちる 
安 か を の め と する 
(9) 体 38 て 上 (時 の. 
仙人 人 (けん ( 人 信和 、、 邊 動 な ど ) 
の 震 い 8 
急 2 し て いる と 
HO) 箇 し ょ う ( 人 の せき つい ( 和 ] の 和 ね ん さ 
(83.、 夫 遇 れ な ど 、 (とう (守り 方 
1) 仙 に ゲカ を し て いる 方 、 (12| 遇 の 
3) か つて 光 了 を 室 けた どこ る 、 き た 上 使用 す る 
4) せき つい (特に 常 の ある 方 は 人 か 和 に 
遇 か っ て いる 
3] その 人 人 和 導 中 の 
6) 人 放し て も が 家 か ない 
上 2 に 辿 を 大 じ て いる とき 
0 人 人 に 和 が 恵 く な っ だり 、 め まい が する 、 和 が 
いく な っ た な と 、 和 会 常 を 人 じ た と き は 下 ち に 使用 を や め 、 
医科 くだ さい 
⑩ ちの 邊 邊 な 方 は が ず 人 生 の 方 の 付き 添い の 上 で 合用 し て | 
SA 
⑩ を に あて て 使用 し な いで くだ さい 。 ぶ 大病 な ど 
を 攻 し 人 くだ さい 
ウラ イニ ング する と き は 、 必ず 財 (人前 有 、 人 人 
で な に 人 や ペッ ト 、 折 が な いこ と を 当 し て くだ さい 事故 
や を 合 め る お それ が あり ます 
ウラ イニ ング する と き は 、 下 に の 本 の 誠に 所 
や 天 を 入れ な いよ うに し て くだ さい 事故 や み カ の お それ か あり 


また 
の 下 人 本 人 の 人 の 前 

Q 部 () へ の マッ サー ジ は しない で くだ さい 。 

いき Wi は 記 い 誠 の マッ サー ジ が ら 持 め て くだ さい 


0 te テ 記し て くだ さい 
⑩ 内 で 用 し くだ さい 


た: 

告 ・ 注 意 事項 

9 ご 全 に は 、 人 項 ス イッ チ 、 タ イマ ー、 コ トロ ー ラ ー の 各 ボ タン 
が 人 常に 作動 する か 女 し て くだ さい 、 本 呈 に 放 人 久 た 
か 玩 され た 内 な は 、 人 し な いで くだ さい 

0 所 で し て くだ さい 

全 用 前 に 、 本 体制 部 、 後 部 ) に 異 和 が は さま っ て いな いか 確認 
し て ES い 事 や ヶ カ の お それ が お リ ます 

⑩ 記 を テ レビ や ラジ オ の 近く で ご 合 さ れ ます と 、 テ レビ の 出 
食 や ラジ オ の 提起 に ノイ ズ .( 有 ) が 入り ます その 抄 に は 、 テ レ 
や ラジ オ 双 は それ 5 の アン テ ナ か ら 部 れ た 場所 へ 刺 動 させ て 
ES 

0 田 < 水 で 安定 し た 場所 に 設置 し て くだ さい 。 不 安定 な 場所 に 
する と 、 本 人 が 信吾 や か 衝 の 誠 に な り ます 

⑩ キャスター で 呈す る 過 は 、 財 店 の 衣 を り 符 
マッ ト な ど を い て か ら 、 ゆ っ くり と 抽 動 し て くだ さい 、 涼 や た た 
所 の 天 受 な ど を 価 つ ける 大 に ちり 

NB 光 や スト ー プ な どの 炎 和 : 半 の 近 く で の 使用 * 保 介 は し 
な いで くだ さい 

ぐ に り の 多い 電 所 で の 使用 保 人 は し な いで くだ さい 

ぐ スト ー プ な どの 近く で 使用 し た り 、 た ば ご を い な が ら 人 用 し な 
いで くだ さい 、 ま た ホッ トカ ー ペ ッ ト 圭 の 世 和 の 上 で 人 用 し 
な いで くだ さい 、 火 の 大 に な り ます 

リウ ライ ニシ グ し て いる と きい は. や 有る た れ 部 の 上 部 に 


な いで くだ さい 用 才 や が 因 し で. 事故 や ケガ の お それ 
りす 

Q 少 ラ イニ シク てい と き に は . 和 り 本 り を し な いで くだ さい 、 利 
用 者 や 本人 押し で. 私 や の お それ か あり ます 

人 Wi は 旦 5 な いで くだ さい 

GO 人 や を せ て 和 因 しない で くだ さい 許せ ガ の お それ が 
あり まち 


Q マッ ター ジ の 9S2Nc は 使用 し な いで くだ さい 、 六 や 
9 原 E な り まれ 

Q フロ ー リ ング や た だ みな ど 仙 つき や すい 座 で 、 き ずっ た リキ 
イス ター を 人 9 て 移動 し な いで くだ さい 証人 か つく お それ 
が ありま 

本 人 を し た 指 い 生え な いで くだ さい . 押 や ケガ の 
お れ が ありま 

G 呈 、 に は 人 用 し な いで くだ さい ・ ま た 、 も 主人 に 手 や 
は さま な いで くだ さい 体 遇 や ケガ の お それ が ちり ます 

原 、 も te を マッ サー ジオ る と まき は 、K( メ ボン な どり) の ボテ ッ 

に 本 い 牧 を 入れ な まま 使用 し な いで くだ さい 、 到 や ケガ の お 

が あり ます 

Q マッ サー ジ す る と き は 、 ピ アス ・ イ ヤリ ング - ネ ッ ク レス -・ 機 巻き な 
と の 30 員 を つけ たま 人 用 し な いで く だ さい 連 や ケガ の お 
がり まれ 


保管 お 手入れ に つい て の 警告 注音 事項 


0 人 用 時 は 各 プ ラグ を コン ント お ら 近 本人 作品 は 
回 の 使用 に 支店 が な いよ うに 注 当 し 生 の 少 く 下 肘 日 
が 当たら ない 細 所 で 和 、 傘 し て くだ さい 
お 入 れ 前 に は 、 和 参 プ ラダ を コン セン ト か 抜い て くだ さい 。 
の お それ が あり ます 

⑩ コー ド 拓 は ね じ れ を ほど いて 飼 し て くだ さい 


6 人 管 さ れ 、 皇 び 人 用 され る 井本 の 訪 和 
共 を 計り 上 本 が 芝 、 か つ 安全 に 作動 す る て と を 
綿 & し て くだ さい 

0 を 妨 c わ た り 全 用 いた だ くだ 、 定 に 等 を 
さと つて くだ さい . そ の 節 、 シ ン ナー 系 や 系 の 補い 泊 動 で の 
お 手入れ は 人 洛 け さい. 

0 用 が 人 や 多気 する お それ が お あり また. の 使 用 に で 注 
人 ES 

人 に を 人 し た を 挟 向 さ せな いで くだ さ 
いい 錠 り す る 后 が あ り ます 

ピー や に 有明 欠 させ な いで くだ さい 名和 
5 人 か が あ り ます 


電動 機器 の 警告 事項 
一 一 本 製品 は AC 1 0 0 V 電 源 を 使用 し ます ーーーー 


0 に 人 和み チ 誠 が OFF に な っ て いる か 奄 須 プラグ 
を コン セン ト か ら い て くだ さい 。 

⑩ ご lc な 5 な いと き や 、 箇 が 員 り 出し た と き に は 、 下 5 に 人 用 
中 上 し 電源 プラダ を コン セン ト か ら 朱 い て くだ さい 、 和 や 
還 : 肖 . 火 の 庫 因 に な り ま れ 

0 人 の と き に は 吉 ち に 生 を 中 上 し 、 電 泊 を OFF に し て 、 当 ブ 
ラク を コン セン ト か ら 振 い で く だ さい 、 

0 フラグ は 基 傘 まで 連 に 着込ん で くだ さい . 誠 込ま な い 
と 季 ・ シ ョ ー ト 人 の 原 還 に な り ます 

⑩ アー ス を 時 宏 に 取り 付け て くだ さい アー ス を 地 り 付け て いな い 
と 池 麻 や 油 箇 の と き に 神 写 する お それ が ありま す 。 

村 了 昌光 の 当たる 需 所 や 湿気 の 多い 昌 所 、 和 内 の 近く 、 情 外 
に は 設置 し な いで くだ さい や 東和 ・ 発 火 の 齋 因 た な 
また 

が 1 0 て 以下 -3 5 て 以上 の 拓馬 で は ご 公用 (に な ら な いで 
SN 

本 に タオ や 到 布 な ど を か けた 状 有人 さ せな いで くだ 
時 や 発火 の 匠 還 ( に な り ます 、 

を 水 た は は か の 導 人 に 当 し た リ し な いで くだ さい . ま た 、 
お 四 央 な どの 肖 気 の い 電 所 で の 仁保 和 は し な い 
で < だ さい 、 和 時 や 海 - 先 の 大 に な り ま す . 

0 コン セン ト が ら 思 参 プ ラグ を 撤 き 差し する と き に | は 、 総 に 湖 れ 
た 手 で 時 っ た り コ ー ド を 引っ 許 っ た り し な いで 、 必 ず ブ ラグ 拓 を | 
つか ん で コン セン ト か ら 控 い ください. また 電 着 コー ド や プラ 
が 介 ん だ り 、 和 込 が ゆる ん で 状 務 の まま で の 條 用 は し な いで く 
だ さい 衝 了 や 寺 淡 の 友 還 に た り ます 

0 を 攻 下 や さき て 店 押 し た 富合 性 し な いで 
時 守り スタ マー サー ビス 識 に 吉 絡 くだ さい 

0 に 陣 や 太 押 な ど 和 党 発見 され 場合 に は 、 二 ち に 全 
用 中 上 電 台 ブラ グ を コン セン ト か ら 技 いて くだ さい 

本 各 分 改造 は 行わ な いで くだ さい 、 や 、 間 - 提 ・ 
輸 炎 の 原因 に な りす. 信 理 に つき まし て は 、 ま 失 守 カス タマ 
ー サ ービス 昌 ま で ご 台 絡 くだ さい 

0 コー ド が 克 し た 場合 に は 、 邊 カス タマ ー サ ービス 天 ま 
で ご 絡 くだ さい 、 時 以 外 で の 他 理 は 行わ な いで くだ さい 。 

0 芋 し た 場合 に は 、 有 手 に 修理 な ど せ 桂 カ ス タマ 
ー サ ービス 識 に 放 し て くだ さい 。 


る 呈し て も が 現れ な いと きよ 医 撤 は 5 に ご 相 上 くだ さい 、 
中 その 他 の トラ ブル が 失 生 し た 場合 た は 、 半 壮 ス タマ ー サ ービス 衣 ま で ご 衝 く だ さい 。 
お 長い 上 げ 日 より 1 年 を 過ぎ た 癌 は 、 和 に て 点 慌 サ ービス も 行っ て お り ます 
や を 前 球 す る と き は 、 お 住ま い の 人 邊 沿 休 の 所 に 人 っ て 処分 し て くだ さい 
に の 取調 及 び 人 は 、 大 切 に 半 され ます よう お 願い し まさ れ た 電 人 、 和 和 は お 琶 けし か ね る と と が あり ます 


Tr へ 計 loq9eHSx は S 他 洗 


(Fa- デ < 只 )ーーーーーーーー 


( 


部 好 は 手 で 前 に 出し ます 


還付 属 品 人 以外 は 守 有 し な いで くだ 
コン トロ ー ラ ー 


四 コ ント ロー ラー EFZ 

スタ ン バ イ 状 束 で は ポタ ン が ゆっ くり 
ト 人生 上 ボタン = 拓 還 天 し ます 涼 タ ン を 押す と ポタ ン が 
全て の 動作 を 生ま す 。 KJ し て 、 マ ッ サー ジ 汰 民 に な り 
(マッ サー ジ を 急 條 させ た いと に ます マッ サー ツジ を 終了 する どき に 
畠 し て くだ さい 。) は 、 こ の ポタ ン を 押し て くだ さい 。 
コン トロ ー ラ ー の 全て の LED か 上 * マッ サー ジ 導 了 化 、 も みか 所 置 
状 際 に な り ま す 、 電 注 ポ タン を 押す に も どる 周 は 、 早 い 誠 と な り ます 。 
と 、 も みか 科 基 人 男 に ちどり 、 ス タ 

ヒー ター ボタ ン 


ン リ K イ 状 陵 に も どり ます 。 
ヒー ター の ON OFF を 切り 挿 え ます 。 
自動 コー ス 骨 択 ボ タン 
ンク や すら PS 
ッ ク 」 の 9 コー ス か ら お 好み の 「 上 部 」「 痛 中 下部 | か ら 
コス VaD ま す 6 ター だ を 
選択 され た コー ス の LED が 涼 灯 し いた だ け ます 。 
ます 選択 され た 婦人 ポタ ン が 放し ます 。 


ーー 還 ンー クン 


もみ の 人 男 を 決め ます 。 
エア ー を 「 弄 」「 独 「OFF」 に 切り 


[もみ 」「 ス トレ ッ チ 」 か ら マ ッ サー リク ライ ニン グ の 角度 を 調 飼 し ます 。 


方 法 を お 送 び いた だ け ます 。 の 
PO タン を 振 し て いる 仙 の み 人 し 


罰 使 用 目的 効能 また は 効果 と 特長 に つい て 


画 還 昌 昌 昌 昌 較 使 用 目的 ・ 効 能 ま た は 幼 果 還 還 昌 昌 昌 是 昌 還 
あん ま ・ マ ッ サ ー ジ の 代用 。 一 受 球 尾 で 使用 する こと 。 


介 疲 回 復 人 @ 入 内 の 疲れ を と る 介 神 経 痛 筋 肉 痛 の 緩和 
人 血行 を よく する 人 筋肉 の コリ を ほぐす 


首 ・ 記 か ら ふ くら は ぎ ま で マッ サー ジ す る こと が で きま す 。 
@ リ クラ イニ ング する こと が で きま す 。 


画 本 体 の 設置 場所 を 決め る 


リク ライ ニン グ し た と き に 、 本 体 は 後ろ に 30m、 肢 部 は 前 に 
15om 伸 び ま す 。 リ クラ イニ ング で きる よう に 、 前 方 、 後 方 に 
十分 な スペ ー ス を 確保 し 、 水 平 な と ころ に 設 周 し て くだ さい 。 


介 務 を 入れ る と スタ ン バ イ 位置 まで 自重 で 理 も た れ が 合 れ 、 語 が 上 が 
り ま す ・ 出 同 に あたら な いよ う あ ら か じ め 、 前 方 向 に 1 5cm 以 上 、 矯 方 
向 に 30mm 以 上 の スペ ー ス を あけ て くだ さい 。 


15mb 上 
・ 床 や た た みな ど 、 各 場所 に よっ て は 朗 還 負 や 作 が つく お それ が あり ます 。 必 要 に 応じ 、 床 家 本 に 


本 刺 呈 が 直 徐 当たら な いよ う 、 マ ッ ト な ど を 表 い て くだ さい 。 
・ 四 く 水 平 で 安定 し た 場所 に 設 瞳 し て くだ さい 不定 な 電 所 に 設置 する と 、 本 製品 が 仙 れ 、 事 故 や ケ 
ガ 麗 陣 の 因 に な り まず 。 

* ス トー ブ な どの 近く で 使用 し た り 、 た ば こ を 束 い な が ら 使用 し な いで くだ さい ・ また ホッ トカ ー ペ ッ ト 
等 の 乙 具 の 上 で 使用 し な いで くだ さい 火災 の 原因 に な り ます 。 


・ 浴 宇 な どの 温 気 の 多い 場所 、 展 外 な ど で は 使用 し な いで くだ さい - 江守 や 左記 因 に な り ます 


・ 臣 日光 が 和 日 長 時 問 あたる と ころ や 、 下 房 舌 具 の 近く な ど 、 再 温 に な る と ころ へ の 設 田 は 達 け て く | 
だ さい 。 本 抽 器 や 付 周 品 が 容 色 し た り 、 変 質 す る お それ が あり ます 。 


画 本 体 を 設置 する 


・ 主 恒 物 で す の で 、 友 動 時 に は 十分 ご 注 薦 くだ さい 。 
・ 人 や 物 を 束 せ て 移動 し な いで くだ さい - 誰 看 や ケガ の お それ が ありま す 。 

で 本 明記 は 則 が 約 68cm で す 。 移 和 時 に 設 男 所 まで の 病 口 を ご 政 認 くだ さい 。 

・ キ ャ スタ ー で 避 を 末 動 する 訂 は 、 周 時 の 因 物 を 取り 除き 、 マ ッ ト な ど を 硬い て か ら 、 ゆ っ くり と 
否 動 し て くだ さい 床や た た み 、 融 男 の 家財 な ど を 仙 つ ける 原因 に な り ます 。 

・ ち 上 げ て 末 還 する 際 は 、 必 ずら 人 以上 で 之 ん で くだ さい 。 

で 移 昧 の 了 は 、 誠 注 コ ー ド を 杯 価 と コン セン ト か ら 外 し 、 コ ント ロー ラー も 太 体 か ら 外 し て か ら 移 動じ て 
くだ さい : 還 基 コ ー ド や コン トロ ー ラ ー は 引き ずら な いよ うに し て くだ さい 。 


キャ スタ ー で 移動 する 

1 人 で 移動 する 場合 

話 を 1 人 で 否 動 させ る 電 合 は 、 キ ャ スタ ー 科 部 を 右 の 
計 仙 の よう に 片足 で 軽く 押さ え 、 背 もたれ を 手前 に 倒し て 本 
の 部 を 浮か せま す 。 その 状 懇 で め っ く D と キャ スタ ー 
を 転がし な が ら 部 の 太 向 へ 各 動 し て くだ さい 。 そ の 痕 
も た れ を 倒し すぎ な いよ うに ご 注意 くだ さい 設置 場所 に 
動 し た ら 、 下 元 に 十分 注意 し 、 め っ くり と 下ろ し て くだ さい 。 


ら 人 で 移動 する 場合 

本 宮 の 肢 記 と 背もたれ を 持ち 、 半 部 を 浮か せ 、 め っ くり と 
キャ スタ ー を 転がし な が ら 理 も た れ の 方 向 へ 和 動 し くださ es 
い : 設 置場 所 に 移動 し た ら 、 足 元 に 十分 注意 し 、 ゆ っ くり と 下 間 ロ 70cm 以 上 必要 

ろ し て くだ さい 。 (本 体 摘 入 幅 6Bcm 養生 幅 2cm) 
※ キ ャ スタ ー で 本 製品 を 和 動 する 圭 に は 、 央 四 の 冊 物 を 取り se 


除き 、 マ ッ ト な ど な 取 いて か ら 、 か っ くり と 移 重 し て くだ さい 。 
床や た た み 、 周 陣 の 表具 な ど を 御 つ ける 原 四 に な り ま す 


付属 品 の 取り 付け 
ョ ント ロー 


] 面 ファ メ ナ ー で 男 定 し ます バッ ド を 下部 に 取り 付け ます 3 コン トロ ー 


に 


の コネ クタ を コン トロ ー ラ ー コ ー ド 差 込 口 に 差し 込み ます 


差 ロ に は 合わ せ が あ り ます 人 人 に 差し 込み 第 、 つ まみ を 回 し 
= て 固定 させ る 必要 が あり ます 。 


二 計 5 
に ドリ 
ン 衝 


の コネ クタ を コン トロ ー ラ ー 用 ポケ ッ ト に 
電源 コ ー ド 差 込 ロ に 差 込み ます 【) コン トロ ー ラ ー な 収納 し ます 


た 『 


画 ア ー ス を 取り 付け る 


量 請 な に め に アー スズ を 下取り 付 け て くだ さい 。 
守ら な いと 政 隔 や 湯田 の と き に 感 富 の お それ が あり ます 。 


コン セン ト に アー ス 端 子 が な い 場 合 

を お 買い 上 げ の 販売 店 、 夫 所 工事 店 に 相談 しい 、 ア ー ス 
アー スズ 里子 に 取り 付け て 事 (D 種 < 第 三種 > 接地 工事 ) を し て くだ さい 。 
くだ さい 。 | アー スズ 工 事 誤 は 、 お 客 様 に て ご 負 揚 くだ さい 。 


取り 付け て は いけ な いと ころ 

・ ガ ス 邊 畑 発 や 引火 の お それ が あり ます 。 
電話 線 や 選 只 針 …・ 落 電 の 時 、 感電 や 発火 の お それ が あり ます 。 

・ 水 道 向 ・……………・ 途中 が プラ スチ ッ ク の 場合 は アー ス に な り ま せん 。 


EECEEHTE 


還 ご 使用 まで 


周囲 (本 体 の 後部 、 全 部 、 側 部 、 下 部 な ど ) に 人 や ベット 、 物 が な いこ と を 
確認 し て くだ さい 。 


の 電源 コー ド の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 込み 
ます 。 
※ ブ ラグ を 差し 込む 前 に 、 電 源 スイ ッ チ が 「OFF」 に 
な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


本 スイ ッ を 「ON」 に し ます 。 
3 ー の 【 電 源 ボ タン 】 が ゆっ く 


ーー の 【 電 源 ボ タン 】 を 「ON」 に し ます 。 
ー の 【 電 源 ボ タン 】 が 点灯 し ます 。 
マッ サー ジ 標 準 状態 に な り ま す 。 


同時 に 【 も み 玉 位置 ボタ ン [ へ V]】 が 数 秒間 点灯 し ます 。 

点灯 中 に 過 位 置 に 合う よう に 、【 も み 玉 位置 ボタ ン 

[へ V]】 で も み 玉 の 位置 を 調節 し ます 。 

※ も み 玉 位置 を 調整 する と き は 、 深 く 歴 か け 、 頭 を 背もたれ 
に つけ て 、 ゆ っ くり も た れ て くだ さい 。 朋 の 高い 人 は 上 に 、 
萌 の 低い 人 は 下 に 設定 し て くだ さい 。 

※ も み 玉 は 前 回 使用 時 に 訟 定 し た 人 置か ら ス ター ト し ます 。 


ング ボタ ン 】 で 、 お 好み の 角度 に 調節 


男 ご 使用 が 終わ っ た ら 


ゆっ くり 点 減 し て いる 【 電 源 ポ タン 】 を 押す と 、 自 動 的 に 背もたれ が 元 に 戻り ます 。 
※ 値 いす ぎ や 切り 忘れ を 防止 する た め 、 動 作 開 始 か ら 約 15 分 (クイ ッ ク は 5 分 ) で 自動 的 に 止ま り ます 。 


2 本 製品 の 電源 スイ ッ チ を 「OFF」 に し ます 。 


3 電源 コー ド の 電源 ブラ グ を コン セン ト か ら 抜き ます 。 


で 使用 の 流れ 
昌 マ ッ サー ジ 法 (自動 コー ス ) 


1 【 自 動 コー ス 選 択 ボ タン 】 で お 好み の コー ス を 選択 し ます 。 
マッ サー ジ が 始ま り ます 。 IN タ ジン 


コー ス メ タ ン ] を す ごと に コー ス が の り 谷 わ り 


ウ 
選択 し た 項目 の LED が 点灯 し ます 。 自動 コー ス 選択 ボタ ン 


Ep 
全 且 マッ サー ジ ( 記 ・ 有 ・ 共 メ イン) 
るみ たたき が メイ ン 生 性 。 タ イマ ー15 分 


や す 5 ぎ 
全 委 マッ サー ジ ( 屋 メイ ン ) 
ゆっ た り と し た 重 企 。 タイ マー15 分 


エア ー ポ タン 】 を 押す と 
人 人馬 と ふく ら は ぎ を エア ー で 加 圧し ます 、 
エア ー は 、 お 拝み に 合わ せ て 切り 合え る こと が で きま す 。 


| 
( 恨 目 


パタン] を 押す と 


Eー タ 
ふく 5 は ざ 記 が 活か く な り ます 。 
ビー ター は 、 お 好み に 合わ せ て 当り 替え る こと が で きま す 。 


ーー 


の 電源 ボタ ン が 早い 点 
一 の 電源 ボタ ン は ゆっ くり 


15 分 後 (クイ ッ ク は 5 分 後 ) に 自動 で 終了 し ます 。 コ ント ロー 
減 に な り も み 玉 が 初期 の 位置 に 戻り ます 。 そ の 後 コン トロ 
し た 点 減 に な り ま す 。 
マッ サー ジ 方 法 (自動 コー ス 、 マ ニュ アル 共 ) を 確定 し ます と 、15 分 (クイック は 5 分 ) 


タイ マー の カウ ント が スタ ー ト し ます 。 
※ 放 中 で マッ サー ジ 方 法 を 変更 する と タイ マー が リセ ッ ト さ れ ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


信 
月 
の 
3 
れ 


@ 流 中 で マッ サー ジ を や め る 肖 合 は 、 [電池 ボ タン ] を 押し て くだ さい 。 
リク ライ ニン グ と も み が 拉 期 の 人 軒 に 戻り 、 動 き お 合 帳 し ます 。 そ の 後 、 本 体 の 電 台 ス イッ チ を 「OFF』 に し て くだ さい 。 


人 の 不 剖 た ど を 感じ て すぐ に 停止 し た い 場合 は 、 【 全 人目 ポ タン 】 を 提 し て くだ さい 、 
も が 【 全 便 上 ボタ ン 】 を 弄 し た と き の 人 軒 で すぐ に 休止 し ます 。 (※ 全 LED ラ ンプ が 点 し ます 。) 
人 上 後 、 (人 源 ポ タン ] を 押す と と で リク ライ ニン グ と も み 玉 が 胡 の 位 計 に 記 り 、 動き が 休止 し ます 。 


その 後 、 本体 の 箇 線 スイッチ を 「OFF』 に し て くだ さい 


還 マ ッ サー ジ 方 法 ( マ ニュ アル ) 


] e- ド ホ タン 】 で マッ サー ジ 方 法 を 退 び ます 。 


も みた だき 」「 た た を 」「 も み 」「 ス トレ ッ チ 」 か ら 
マッ サー ジ を 骨 ん で くだ さい 。 


選択 し た モー ド の LED が 点灯 し ます 。 も み 玉 位置 ボタ ン 
「 そ みた き 」 モー ド c 委 り 圭 おり ます 

る 坊 。 ) re モーFicg り 替 あ り ます 部 位 ボ タン 
大き ) fs」sーFcg り WWp り ます 
スト レッ チ 」 モ ー ド に 切り 替わり ます 。 


[部 人 タン] を 揚 す と と に より 、 も み 玉 の 可動 和 因 が 「 全 。 
上 衝 」「 和 中 」「 下 部 」 に 切り 倫 え る と と が で きま す 。 


人 所 し た 厩 位 の LED な が 上 殺し ます 。 

人 マッサ ー ジ を 行い ます 。 
よ 上 部 の マッ サー ジ を 行い ます 。 
人 の マッ サー ジ を 行い ます 。 
下馬 の マッ サー ジ を 行い ます 。 


人 の 位置 の 時 は 、 【 も み 玉 位置 ポ タン 】 で お 好み の 位置 に 人 箱 し ます 。 
[も み 和 人 計 ポタ ン 】 を 反 押 し し て いる 同 、 も みか 下 が 枯 動 し ます 


て 一 要 一 つ ィ 
で me 5 『a」 5 E9 り 人 6 と の る きま か ー ボ タン 
導 「 も みた た き 」「 も み 」「 た た き 」 モ ー ド の みか と ポタ 


人 部 と ふく ら は ざ を エア ー で 名 圧し ます 
和男 ) エア ー は 、 お 好み に 合わ せ て 切り 符 え る と と が で きま す 。 
Eicil 


[EE 」 還 
PTYTPEDPPPTEE 
ーー 一紀 つの Rf の LED が し ます 


も 人 を 「 手 」「 補 」「 広 」 に 切り 答え る と と が で きま す 。 
※「 た た き 」「 ス トレ ッ チ 」 モー ド の みか 


エア ー ポ タン 


【 ヒ ー タ ー ボ タン 】 を 押す と 
よく 5 は き 孝 が 温か く な り ます 
ビー ター は 、 訪 好み に 合わ せ て 切り 答え る て と が で きま きす 


ヒー ターofF 


(C _ 畑 広  ) ヒー ターON ー 
芝 所 し た 項目 の LED が 記 灯 し ます 。 


15 分 後に 自動 で 終了 し ます 。 コ ント ロー ラー の 【 電 源 ボ タン 】 が 早い 点 減 に な り も み 玉 が 初期 

の 位置 に 戻り ます 。 そ の 後 コ ント ロー ラー の 【 電 源 ボ タン 】 は ゆっ くり し た 占 減 に な り ます 。 
3 中 で マッ サー ジ を や お る 合 は 、 【 還 池 ボタ ン 】 を 押し て くだ さい 。 

リク ライ ニン グ と も み が 有期 位置 に 世 り 、 動 き が 休止 し ます 、 その後 、 体 の 則 源 スイ ッ チ を 「OFF」 に し て くだ さい 。 


@ 呈 体 の 不 な ど を 感じ て すぐ に 全 目 したい 電 合 は 、【 全 人 目 ボタ ン ] を 押し て くだ さい 。 
も み コ が 【 全 何 上 タン 】 を 押し た と き の 位置 で すぐ に 便 止 し ます 、 (※ 全 LED ラ ンプ が 店 短 し ます 。 


H 
人 上 後 、 【 寺 融 ポ タン 】 を 押す と と で リク ライ ニン グ と もみ 玉 が 初 の 位 置 に 記 り 、 動 き が 停止 し ます 。 
その 人 本 体 の 更 基 スイ ッ チ を 「OFF」 に し て くだ さい 。 


お 手入れ 方 法 な ど 


画 お 手入れ 方 法 ( 品 を 兵 に わた り ご 使 詞 いただく た め 、 定 肝 的 に 戸 れ な ど を 拭き と っ て くだ さい ) 
@ お 手入れ の 前 に は 、 電 束 プ ラグ を コン セン ト か ら 疲 いて くだ さい 。 


相 訓 を 挟 湊 に わた り 清 了 - 人 敵 に お 使い いた だ く た め 、 ご 使用 徐 は 次 回 の 倍 用 に 支 春の な いよ うに 活 れ や ホコ リ を 取っ た 
化 演 気 の 少な いと ころ に 紀和 し て くだ さい 。 


また 、 汚 れ な どか 炒 ち な い 賜 合 は 、 中 性 攻 剤 の うす め 液 で 拭き と っ て くだ さい . こ の 時 、 シ ン ナー 系 や 導い 六 性 の 攻 攻 で の な 
手入れ | は お や めく だ さい シミ や 変形 の 原 還 に な り ます 。 


保護 カバ ー を 取り は ず し た 状態 や 破れ た 状態 で は 使用 し な いで くだ さい 、 
※ ぬ れ た 手 で 電源 ブラ グ の 抜き 差し を し な いで くだ さい ・。 


罰 保 管 お よび 廃棄 に つい て 
子供 の 手 の 眉 く と ころ に 溝 か な いで くだ さい 


@ 演 、 沈 所 の 広い と ころ や 、 四 日光 の 当たる と ころ に 赴 か な いで くだ さい 。 
放 は 必ず 名 自治 体 の 取り 決め に 科 っ て くだ さい 。 


故障 か な ? と 思う 前 に 下記 の 項目 を 一 度 チ ェ ッ ク し て くだ さい 。 


テ ェ シク 下 


em フラ ク p ロ ン セ ント に 郵 し 入れ て いま すず か 2 
時 の 人 用 で 本 が 申 く な っ て いま せん が 2 
(1 時 上 内 を お いて る 人 な 内 記 の 削 を 下げ て か ら 使用 し て ください) 
ー OA 叶 ei け て いよ せん の 2 


モー ター ロッ ク に よっ て 補 が 人 いた 人 は 、 い っ た ん 洗 を OFF に し て 、1 人 きっ て がら 
本 を ON に し て くだ さい 。 


半分 旨 し て いま せん か ? 自動 タイ マー が 全 し て いま 


= しない B ロ 、 吾 5 を し 、 の た めど スタ マー サー ビス に で 相 多 くだ で い 
お 回 い 合わ せ は カス タマ ー サ ービス 本 0120.30-45 15 ico-PWtso 公 .PWizc0-1. OR 日 を 和 く ) ま で 


古 四 WTr っ 計 ば 往 
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還 品 仁和 
PHOT 語 サイ ズ BOOLO4OxuBSOmm 
eo ee 
2 に の ti 間 語れ 
き 62 人 - 生 BR 
CHE 特電 半生 午 HPH 
き 表明 (人 
生産 国 中 二 まま な 材質 
工 年 番 号 301AGBZXOQOB6OOQ チレ ン 共 千代) 
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